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平
成
十
四
年
三
月
、
鳳

仙
寺
本
堂
、
桐
生
市
指
定

重
要
文
化
財
〈
建
造
物
〉

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

指
定
書
の
指
定
理
由
に
は
、

　
「
市
内
唯
一
の
八
室
構

成
か
ら
な
る
大
規
模
な
方

丈
形
式
本
堂
で
あ
り
、
か

つ
曹
洞
宗
本
堂
の
伝
統
的

な
形
式
を
よ
く
伝
え
る
貴

重
な
建
造
物
で
あ
る
。
ま
た
、

市
内
に
残
る
木
造
建
造
物

の
中
で
も
最
も
古
い
範
囲

に
入
り
、
最
大
級
の
規
模

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
建
築

的
に
、
ま
た
建
築
技
術
の

面
で
も
貴
重
で
あ
る
。
」

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
、
ご
本
尊
の
安
置

さ
れ
る
鳳
仙
寺
本
堂
が
落

慶
し
た
の
が
天
正
二
年
（
一

五
七
四
）
五
月
で
す
。
以
来
、

幸
い
に
も
一
度
も
火
災
や

風
水
害
に
逢
う
こ
と
も
な

く
現
在
を
迎
え
ま
し
た
。 

　
建
築
以
来
、
星
霜
す
で

に
四
世
紀
半-----

。
　
昭
和

六
十
二
年
に
行
わ
れ
た
改

修
を
含
め
て
、
何
度
か
の

補
修
（
享
保
十
一
年
に
改
修
、

明
治
三
十
四
年
に
屋
根
替
え
、

昭
和
二
十
九
年
に
改
修
）

が
な
さ
れ
て
は
い
ま
す
が
、

落
慶
当
時
の
形
態
を
そ
こ

こ
に
残
し
て
お
り
、
室
町

期
か
ら
江
戸
期
の
寺
院
建

築
様
式
を
遺
憾
な
く
現
代

に
伝
え
て
い
る
建
築
物
で
す
。

本
堂
は
、
市
指
定
文
化
財

と
な
っ
て
い
る
山
門
と
と

も
に
、 

鳳
仙
寺
が
県
内
外

に
誇
れ
る
貴
重
な
建
築
物

な
の
で
す
。

本
堂
の
広
さ
は
一
〇
〇
坪
（
３

３
０
平
方
メ
ー
ト
ル
）
あ

り
ま
す
。

　
内
陣
・
須
弥
壇
の
荘
厳

な
こ
と
、
内
部
に
太
い
柱
、

梁
が
巡
ら
さ
れ
、
ど
っ
し

り
と
し
た
中
に
も
厳
か
さ

を
参
詣
者
た
ち
に
強
く
感

じ
さ
せ
ま
す
。
豊
か
な
歴

史
の
跡
を
随
所
に
残
し
て

い
る
造
り
で
あ
る
こ
と
等
々
、

近
隣
に
誇
れ
る
建
築
物
で

あ
る
と
言
っ
て
い
い
で
し

ょ
う
。

　
日
本
は
、
四
季
の
は
っ

き
り
し
た
国
で
す
。
こ
の

自
然
の
移
り
変
わ
り
を
表

し
た
四
季
の
区
分
法
「
二

十
四
節
気
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
一
年
を
太
陽
の

黄
経
に
し
た
が
っ
て
二
十

四
等
分
し
た
位
置
に
各
節

気
を
定
め
た
も
の
で
す
。

こ
の
等
分
点
を
立
春
・
雨
水
・

啓
蟄
・
春
分
・
清
明
・
穀
雨
・

立
夏
・
小
満
・
芒
種
・
夏
至
・

小
暑
・
大
暑
・
立
秋
・
処
暑
・

白
露
・
秋
分
・
寒
露
・
霜
降
・

立
冬
・
小
雪
・
大
雪
・
冬

至
小
寒
・
大
寒
と
言
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
中
の
春
分
、
秋
分
に
は
、

太
陽
が
赤
道
上
の
真
上
に

位
置
し
、
一
年
を
通
じ
て

昼
夜
の
時
間
が
等
し
く
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
太
陽

が
真
東
か
ら
昇
っ
て
真
西

に
沈
み
ま
す
。

お
彼
岸
と
は
、
こ
う
し
た

自
然
現
象
に
な
ぞ
ら
え
て
、

右
に
も
左
に
も
片
寄
ら
な

い
「
中
道
」
に
生
き
る
た

め
に
、
春
分
、
秋
分
の
日

を
中
心
に
前
後
三
日
間
行

わ
れ
る
「
仏
道
実
践
週
間
」

で
す
。

日
本
で
初
め
て
の
彼
岸
法

要
は
、
平
安
時
代
の
大
同

元
年
〈
八
百
六
年
〉
で
す
。

早
良
親
王
の
怨
霊
を
鎮
め

る
た
め
に
春
・
秋
と
も
七

日
間
に
わ
た
っ
て
「
金
剛

般
若
経
」
を
読
誦
し
供
養

し
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

当
時
の
人
々
は
、
迷
っ
て

い
る
霊
を
彼
岸
の
間
、
供

養
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

成
仏
さ
せ
る
こ
と
が
可
能

だ
と
考
え
て
い
た
の
で
し

ょ
う
。
こ
れ
が
、
今
日
の

先
祖
祭
り
に
変
わ
っ
て
い

き
ま
し
た
。

お
彼
岸
の
一
週
間
は
、
煩

悩
多
き
此
岸
を
離
れ
て
、

彼
岸
に
到
達
を
願
い
、
亡

き
人
を
偲
ぶ
と
共
に
、
自

分
の
生
活
を
反
省
す
る
日

と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

１３

一
区
画

永
代
供
養
費

万
円
よ
り

30

万
円
よ
り

13
（
１
坪
・
　 

）

3.3

緑
の
林
に
囲
ま
れ
た
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
で
す
。

ゆ
っ
た
り
と
し
た
南
向
き
。
お
車
で
お
参
り
で
き
ま
す
。

一
般
墓
地

一
般
墓
地

永
代
供
養

永
代
供
養

本堂は貴重な
　　  建築文化財
本堂は貴重な
　　  建築文化財

　
平
成
十
四
年
は
、
大
本

山
永
平
寺
を
お
開
き
に
な

っ
た
道
元
禅
師
が
お
亡
く

な
り
に
な
っ
て
か
ら
七
百

五
十
年
目
に
あ
た
り
ま
す
。

五
十
年
に
た
だ
一
度
め
ぐ

り
く
る
こ
の
大
遠
忌
に
永

平
寺
は
、
皆
様
を
お
迎
え

す
る
た
め
に
次
の
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

１
永
平
寺
の
建
物
を
改
修

　
し
ま
し
た
。

　
皆
様
の
ご
家
庭
で
も
、

　
ご
先
祖
様
の
追
善
の
ご

　
法
事
を
迎
え
、
親
戚
、

　
知
人
縁
者
を
お
迎
え
す

　
る
に
当
た
っ
て
は
畳
替

　
え
や
調
度
品
の
新
装
な

　
ど
家
を
整
え
ら
れ
る
で

　
し
ょ
う
。

　
永
平
寺
も
七
道
伽
藍
を

　
整
備
し
ま
し
た
。
鳳
仙

　
寺
で
も
百
三
十
五
万
円

　
の
ご
寄
付
を
致
し
ま
し
た
。

２
道
元
禅
師
の
み
教
え
を

　
ひ
ろ
め
る
こ
と

　
真
実
の
自
己
に
め
ざ
め

　
る
座
禅
を
主
体
と
し
た

　
教
え
を
広
め
る
事
業
を

　
し
て
い
ま
す
。
道
元
禅

　
師
予
修
法
要
・
歌
舞
伎
・

　
講
演
会
・
本
の
出
版
な
ど
。

３
大
遠
忌
参
拝
の
ご
案
内

　
大
遠
忌
に
参
拝
さ
れ
ま

　
す
事
は
尊
い
事
で
す
。

　
時
が
変
わ
り
、
人
が
変

　
っ
て
も
永
平
寺
は
根
本

　
道
場
と
し
て
綿
々
と
行

　
持
が
今
も
生
き
て
い
ま
す
。

大
本
山
永
平
寺
高
祖
道
元
禅
師

　
七
百
五
十
回
大
遠
忌
を
お
迎
え
し
て

大
本
山
永
平
寺
高
祖
道
元
禅
師

　
七
百
五
十
回
大
遠
忌
を
お
迎
え
し
て

（桐生市指定重要文化財〈建造物〉に指定された本堂）

お
彼
岸
の

　
　  

始
ま
り

お
彼
岸
の

　
　  

始
ま
り



平
成
十
四
年
度  

年
回
表

一

周

忌

平

成

十

三

年

三

回

忌

平

成

十
二

年

七

回

忌

平

成

八

年

十
三
回
忌

平

成

二

年

十
七
回
忌

昭
和
六
十
一
年

二
十
三
回
忌

昭
和
五
十
五
年

二
十
五
回
忌

昭
和
五
十
三
年

二
十
七
回
忌

昭
和
五
十
一
年

三
十
三
回
忌

昭
和
四
十
五
年

三
十
七
回
忌

昭
和
四
十
一
年

四
十
三
回
忌

昭
和
三
十
五
年

四
十
七
回
忌

昭
和
三
十
一
年

五
十

回

忌

昭
和
二
十
八
年

百

回

忌

明
治
三
十
六
年

日
曜
・
祝
日
の
御
法
事
お
申
込
み
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

息
づ
く
「
イ
ボ
地
蔵
」
伝
説

　
そ
よ
風
と
青
い
空
の
五

月
が
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
度
、
念
願
の
桐
生
山

鳳
仙
寺
の
茶
室
「
聴
松
庵
」

が
完
成
す
る
に
あ
た
り
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
皆
様

方
を
お
招
き
し
て
茶
室
開

き
を
致
す
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
お
寺

ま
で
お
電
話
で
お
願
い
し

ま
す
。

主
催
　
鳳
仙
婦
人
会

協
賛
　
鳳
仙
寺
護
持
会

と
き
　

平
成
十
四
年
五
月
二
日

じ
か
ん
　
十
二
時
よ
り
　

か
い
ひ
　
五
千
円

（
点
心
・
お
茶
・
記
念
品
）

 

滾
る
湯
釜
か

ら
生
ず
る
松

籟
の
妙
な
る

響
き
こ
そ
、

侘
茶
の
真
髄
で
、

冬
に
温
も
り

盛
夏
に
清
涼

感
を
も
て
な

す
心
象
体
現

の
極
致
は
、

ま
さ
に
茶
禅

一
致
の
理
か
ら
、

曹
洞
宗
管
長
・
永
平
寺
住

職
で
、
百
歳
優
る
宮
崎
奕

保
禅
師
よ
り
、
庵
号
を
「
聴

松
庵
」
と
賜
り
ま
し
た
。

  

桐
生
山
鳳
仙
寺
は
、
松
籟

の
響
き
・
松
風
を
聴
く
た

め
に
開
創
さ
れ
た
と
し
て

も
過
言
で
は
な
い
。

  

桐
生
城
主
・
由
良
成
繁
公

は
自
ら
の
菩
提
寺
と
し
て
、

鳳
仙
寺
を
開
基
し
、
嫡
子

国
繁
公
を
新
田
金
山
城
主
。

次
子
顕
長
公
に
は
、
館
林
・

足
利
両
城
主
に
配
し
て
、

両
毛
地
方
の
扇
の
要
的
桐

生
か
ら
、
託
し
た
子
息
の

治
世
術
を
、
吹
く
風
の
音

で
頼
も
し
く
掌
握
し
た
。

後
年
の
俗
謡
に
も
「
私
し

ゃ
太
田
の
金
山
育
ち
、
他

に
木
は
な
い
松
ば
か
り
」

と
謡
わ
れ
る
程
、
新
田
金

山
城
は
全
山
が
松
山
の
感
で
、

肉
親
の
情
愛
・
我
が
子
を

想
う
親
心
の
と
寺
歴
か
ら
も
、

庵
号
に
最
適
な
命
名
で
仏

縁
の
有
り
難
さ
に
敬
服
し

ま
す
。

  

開
基
・
成
繁
公
こ
そ
、
武

野
紹
鴎
（
千
利
休
の
師
匠
）

か
ら
、
侘
茶
の
奥
義
を
直

接
伝
授
さ
れ
た
上
州
の
正

統
茶
人
の
嚆
矢
で
あ
り
、

天
正
四
年
（
一
五
七
六
）

桐
生
で
、
茶
湯
釜
「
大
海

優
姥
口
」
を
鋳
さ
せ
、
茶

碗
を
焼
き
、
茶
道
の
風
雅

を
究
め
た
。

    

稀
代
の
戦
国
大
名
も
、

天
正
六
年
没
し
、
離
塵
の

環
境
趣
く
、
茶
趣
茶
境
の

鳳
仙
寺
に
葬
ら
れ
た
。

　
桐
生
城
主
・
二
代
国
繁

公
も
紹
鴎
・
成
繁
公
か
ら

礼
式
直
伝
さ
れ
茶
巧
者
の

誉
れ
は
小
田
原
表
に
も
周

知
さ
れ
た
茶
人
で
、
北
条

氏
政
は
天
正
十
一
年
厩
橋

城
（
前
橋
）
に
茶
室
を
建
て
、

風
雅
な
る
茶
会
を
催
し
、

国
繁
・
顕
長
公
は
、
賓
客

扱
い
で
招
か
れ
て
い
る
。

　
こ
の
茶
会
こ
そ
上
州
（
群

馬
県
）
に
お
け
る
、
最
初

の
茶
会
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

以
上
の
如
く
、
鳳
仙
寺
に
は
、

茶
室
や
茶
会
の
必
然
が
存

在
し
、
寺
歴
の
淵
源
を
熟

考
す
れ
ば
、
茶
道
の
奥
義

を
究
め
る
茶
人
専
有
利
用

に
限
ら
ず
、
願
わ
く
ば
、

多
く
の
壇
信
徒
各
位
が
、

家
族
の
情
愛
と
肉
親
の
絆
。

人
が
ひ
と
と
し
て
最
も
尊

い
「
労
る
心
」
「
思
い
や

る
心
」
「
敬
い
尊
ぶ
心
」

を
語
り
合
い
、
再
確
認
す

る
「
場
」
と
し
て
の
活
用

を
望
み
ま
す
。
　
合
　 

掌 

 

こ
の
文
章
は
檀
家
の
平
塚

貞
作
さ
ん
に
、
ま
と
め
て

頂
き
ま
し
た
。
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こ
の
ほ
ど
、
鳳
仙
寺
護

持
会
に
よ
り
ま
し
て
、
参

道
の
拡
張
舗
装
と
庫
裡
前

の
舗
装
が
完
成
致
し
ま
し
た
。

狭
か
っ
た
参
道
も
部
分
的

に
す
れ
違
い
が
出
来
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
写
真
の
「
鳳
仙
寺
表
参
道
」

の
石
柱
お
よ
び
石
柱
設
置

工
事
は
す
べ
て
水
沢
享
司

氏
の
ご
寄
付
で
す
。

総
門
及
び
参
道
が

整
備
さ
れ
ま
し
た

　
　
山
門
前
に
建
つ
石

仏
に
、
珍
し
い
俗
信
仰

伝
説
が
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
祈
願
し
ま
す
と
、

体
に
で
き
た
イ
ボ
を
取

り
除
い
て
く
だ
さ
る
と

い
う
の
で
す
。
祈
願
に

よ
っ
て
は
心
の
イ
ボ
、

病
い
の
イ
ボ
ま
で
も
取

り
除
い
て
く
だ
さ
る
と

い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

最
近
で
は
「
が
ん
」
治
癒

の
祈
願
に
訪
れ
る
方
が
ふ

え
て
い
ま
す
。
こ
の
信
仰
は
、

す
で
に
江
戸
時
代
か
ら
あ

っ
た
と
い
う
、
実
に
息
の

長
い
信
仰
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
と
こ
ろ
が
『
イ
ボ
地
蔵
』

と
呼
ば
れ
て
い
る
石
仏
は
、

実
は
地
蔵
尊
で
な
く
て
薬

師
如
来
な
の
で
す
。
薬
師

如
来
が
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
、

こ
の
よ
う
な

誤
っ
た
呼
ば

れ
方
を
さ
れ

る
よ
う
に
な

っ
た
の
か
は
、

わ
か
っ
て
い

ま
せ
ん
。

い
ぼ
地
蔵
版

画作
者
・
金
子

　
お
檀
家
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
平
素
か
ら

お
寺
の
各
種
行
事
に
ご
協

力
を
賜
り
感
謝
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

　
お
陰
様
で
鳳
仙
寺
も
皆

様
の
ご
期
待
に
お
応
え
し
、

寺
域
の
整
備
と
環
境
美
化

を
計
り
、
参
道
の
杉
木
立

と
東
西
に
広
が
る
境
内
に

は
凛
々
と
し
た
光
が
射
し

明
る
い
雰
囲
気
が
漂
っ
て

お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
が
幸
い
し
、
近

年
は
檀
家
の
増
加
に
も
繋

が
り
お
世
話
人
さ
ん
の
担

当
範
囲
が
増
え
て
参
り
ま

し
た
。

　
そ
こ
で
、
鳳
仙
寺
で
は
、

適
正
な
地
区
世
話
人
さ
ん

の
担
当
範
囲
に
つ
き
ま
し
て
、

平
成
十
三
年
三
月
よ
り
数

回
の
委
員
会
を
開
催
し
検

討
致
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
若
干
の
世

話
人
さ
ん
の
増
加
を
は
か

る
と
共
に
担
当
の
変
更
を

い
た
し
ま
し
た
。

　
更
に
年
間
に
わ
た
る
行

事
や
近
況
の
情
報
伝
達
に

も
役
立
て
て
頂
き
、
一
層

の
意
志
疎
通
を
は
か
り
た

く
存
じ
ま
す
。

◇
世
話
人
取
り
扱
い
内
容

１
年
間
護
持
会
会
費
〈
一
口

三
千
円
、
但
し
院
号
付
き
の

場
合
二
口
以
上
〉
２
年
間
墓

地
掃
除
費
〈
一
区
画
三
千
円
〉

３
お
施
食
搭
婆
料
〈
毎
年

四
月
二
十
九
日
・
お
搭
婆

料
三
千
円
〉
希
望
の
み
。

４
秋
葉
三
尺
坊
大
祭
〈
毎

年
十
月
十
六
日
・
お
札
料

二
千
円
〉
希
望
の
み
。

５
そ
の
他
、
お
寺
か
ら
特

に
要
請
の
あ
っ
た
事
業
。

　
１
〜
３
ま
で
は
、
年
度

初
め
に
、
４
に
つ
い
て
は

九
月
に
集
金
致
し
ま
す
。

　
東
山
共
同
墓
地
お
よ
び

岩
崎
観
音
堂
墓
地
等
な
ど

個
人
墓
地
に
き
ま
し
て
は
、

そ
こ
の
管
理
人
さ
ん
が
清

掃
費
を
お
預
か
り
し
て
い

ま
す
。

息
づ
く
「
イ
ボ
地
蔵
」
伝
説

心
の
イ
ボ
・
病
い
の
イ
ボ
も
取
り
除
く

一
部
の
地
区
世
話
人
に
よ
る

　
　
お
檀
家
の
担
当
変
更
の
お
知
ら
せ

一
部
の
地
区
世
話
人
に
よ
る

　
　
お
檀
家
の
担
当
変
更
の
お
知
ら
せ

「
聴
松
庵
」
茶
室
開
き
の
御
案
内

「
聴
松
庵
」
茶
室
開
き
の
御
案
内

「聴松庵」完成し茶室開き「聴松庵」完成し茶室開き


